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物  質  名 1,1,1,2-テトラフルオロエタン ＤＢ－28 
別  名 HFC 134a、HFA 134a 構 造 式 

 

CAS番号 811-97-2 
PRTR番号 － 

化審法番号 2-3585 

分子式 C2H2F4 分子量 102.03 
沸点 －26.5℃（736 mmHg）1) 融点 －101℃2) 
蒸気圧 4.99×103 mmHg（25℃、実測値）3) 換算係数 1 ppm = 4.17 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.68（推定値）4) 水溶性 2.04×103mg/L（25℃、推定値）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LC50 1,700,000 mg/m3 (2hr) 6)  
 ラット 吸入 LC50 1,500,000 mg/m3 (4hr) 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、417,000 mg/m3を 14日間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、417,000 mg/m3

群で、ばく露時に呼吸数の増加がみられたが、生存率、体重、血液検査、組織等への影響は

なかった 7) 。 
・ラットに 0、8,300、41,700、208,500 mg/m3を 90日間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、

8,300 mg/m3以上の群の一般状態、生存率、体重、血液・尿検査、臓器重量、組織への影響は

なかった 8) 。この結果から、NOAELを 208,500 mg/m3（ばく露状況で補正：37,200 mg/m3）

とする。 
・ラットに 0、10,400、41,700、208,500 mg/m3、マウスに 0、10,400、62,600、312,800 mg/m3を

2年間（1時間/日）鼻部吸入させた結果、10,400 mg/m3以上の群のラット、マウスで生存率、

体重、血液成分、剖検等に影響はみられなかったとする報告 9) があるが、試験はあまり厳密
に行われていない 10) とされている。 

・ラットに 0、10,400、41,700、208,500 mg/m3を 2年間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、
10,400 mg/m3以上の群で一般状態、生存率、体重、血液・尿検査、種々の臓器（生殖器官を

除く）への影響はなかった 8) 。この結果から、NOAELを 208,500 mg/m3（ばく露状況で補正

：37,200 mg/m3）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、10,400、41,700、208,500 mg/m3を 2年間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、
208,500 mg/m3群の雄で精巣の絶対及び相対重量の増加、精巣の間質細胞過形成の発生率の増

加に有意差を認めた 8) 。この結果から、NOAELを 41,700 mg/m3（ばく露状況で補正：7,400 
mg/m3）とする。 

・ラットに 0、4,170、41,700、208,500 mg/m3を妊娠 6日から 15日まで吸入（6時間/日）させた
結果、4,170 mg/m3以上の群で一般状態の異常や着床数、吸収胚数、黄体数、生存胎仔数等へ

の影響はなかった。仔では、208,500 mg/m3群で胎仔の平均体重の有意な低下を認め、骨化遅

延もみられた 11)。この結果から、母ラットの NOAELを 208,500 mg/m3（ばく露状況で補正：

52,100 mg/m3）、胎仔の NOAELを 41,700 mg/m3（ばく露状況で補正：10,400 mg/m3）とする。 
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・ウサギに 0、10,400、41,700、166,800 mg/m3を妊娠 7日から 19日まで吸入（6時間/日）させ
た結果、、41,700 mg/m3以上の群で体重増加の抑制を認めたが、41,700 mg/m3群の平均体重は

過去に同系統のウサギでみられた平均体重の変動の範囲内であった。妊娠率、胚や胎仔の生

存率、胎仔の体重への影響、胎仔の外表系奇形はなかった 12) 。この結果から、母ウサギの

NOAELを 41,700 mg/m3（ばく露状況で補正：10,400 mg/m3）、仔の NOAELを 166,800 mg/m3

（ばく露状況で補正：41,700 mg/m3）とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・液体が皮膚に付くと凍傷する。吸入するとめまい、嗜眠、感覚鈍麻を生じる。中枢神経系、

心血管系に影響を与え、心臓障害を生じることがある 13) 。  
・本物質を噴射剤とした定量噴霧式吸入剤（喘息の治療薬）の安全性試験で、健康な男性ボラ

ンティア 12人（18～55才）に、本物質、クロロフルオロカーボン（CFC）、治療薬の入った
CFCを連続 3日間の試験期間に無作為に割り当て、各薬剤について 1日あたり計 16吸入させ
て肺機能検査、心拍数、血圧、血清カリウム濃度、手指振戦を測定した結果、本物質や他の

薬剤の吸入で測定値に異常はなく、気管支収縮もみられなかった 14)。また、別の試験で、健

康な男性ボランティア 16人（18～55才）を、本物質（MDI Aグループ）または CFC（MDI C
グループ）の噴射剤に無作為に割り当て、各噴射剤について 4 吸入/回、4 回/日を 14 日間ま
たは 8 吸入/回、4 回/日を 14 日間行い、その後、噴射剤をクロスオーバーさせて同様の試験
を 14日間行った結果、各グループで血圧、心拍数、心電図、肺機能、血液検査で異常はなか
ったが、MDI Aグループで 22件、MDI Cグループで 34件の悪影響（頭痛、吐き気、喉の痛
みなど）が発生し、頭痛が最も頻発した。しかしながら、重大な影響はみられず、各種の事

例について噴射剤間や同じ噴射剤でのばく露レベル間で有意差はなかった 15)。 
・20～24才の健康なボランティア 8人（男性 4人、女性 4人）に 0、1,000、2,000、4,000、8,000 

ppmの本物質を、1回/週で 1濃度段階づつ 1時間/日全身ばく露させた結果、1,000 ppm以上
のばく露で心電図、血圧、脈拍数、肺機能への影響はなく、中枢神経系への影響、上気道の

刺激症状もなかった 16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
吸入ばく露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られた NOAEL 41,700 mg/m3（精

巣重量の増加、精巣の間質細胞過形成）を採用し、ばく露状況で補正した 7,400 mg/m3を暫定無

毒性量等に設定する。 
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